
 

 
 

皆さま、改めまして、こんにちは。関西大学

の山田です。私は、今、非常にどきどきしてお

りまして、その理由の１つは、参加者を見たと

きに、たくさんの大学と高校の名前が並んでい

て、このようなコロナ禍の中ですが、沖縄や北

海道など、全国からたくさんの人がここに集ま

っているのを見られて、このような場はなかな

かないと、非常にテンションが上がりました。

もう一つは、約２年のこのコロナ禍の間にも、

個人的に、いろいろなところで講演や研修を行

っていますが、全てオンラインで、全て家や研

究室で机に座って、Zoom で行っていました。無

観客ですが、久しぶりに舞台でお話しできるの

で、非常にテンションが上がっていますが、よ

ろしくお願いしたいと思います。土曜の午後の

休みの貴重な時間ですので、画面の向こうにお

られる方は、リラックスして、聞いていただけ

れば幸いです。 

（スライド１）私に託されたものは、主に大

学の立場からになると思います。もう一つは、

データにもこだわってみようと思っています。

高校の先生方にとっては、自分たちが育てた子

たちが大学に行って、どのように学んでいるの

かということを少しデータも交えて掴んでい

ただきたいのが１つです。大学の先生方にとっ

ては、今、高等学校での探究の取り組みが非常

に勢いを増してきている中で、その子たちが入

ってきていることを受けて、大学でどのように

迎えようかということを考えていただきたい

と思います。今日は限られた時間ですが、そこ

をつないでいくところをお話ししたいと思っ

ております。 

（スライド２）自己紹介は、先ほど、ご紹介

していただいたとおりですが、こちらをご覧の

とおり、私にとって一番大事なのは、ディズニ

ーが好きというところです。国立大学を３つほ

ど経験して、去年、コロナ禍で初めて私学に異

動しました。いろいろなお仕事もさせていただ

いている中で、先ほどもご紹介していただきま

したが、東山中学・高校で顧問を務めていて、

中高大で、生徒たちがどのように学び、成長し

ていくのかを見ていくのが私のライフワーク

の１つです。 

（スライド３）さて、どの辺から始めようか

と思ったのですが、私たち大学にいる人間から

すると、もちろん、大学院という選択肢もある

のですが、ここが基本的には社会に出る最後の

ステージです。そのため、私たちは、社会をか

なり意識している、しなければならないと思っ

ています。ただ、一方、高校の先生方にとって、

どこを見て日々、生徒たちに関わっているかと

 基調講演 

探究的な学びは大学での学びにどのような影響をもたらすのか 
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いうと、もしかすると大学入試が１つの目安に

なっているかもしれないですが、少し目線を先

に向けていただきたいという思いがあります。

なぜなら、基本的には、生徒は大学生になって、

大学生は社会人になっていく、その社会がどの

ようになっているのかを学校関係者はさらに

シビアに見ておく必要があるだろうというの

が私の考え方です。なぜなら、もちろん、学校

の先生や研究者になる人も一部いますが、ほと

んどは普通の社会人になって、一般の市民にな

って出ていきます。そのため、その社会がどの

ような状況になっているのかを知るところか

ら、学校教育のあり方を考えていきたいという

のが私の基本認識です。 

（スライド４）その社会がどのようなものか

というと、本当に簡単になのですが、ここに書

いてあるとおり、非常に不安定で、不確定な社

会・時代です。そのような中で、さらにコロナ

が入って、今の若い子たちは本当に大変です。

ここにも書いているとおり、いろいろな意味で

価値観も変わってきている。少子高齢化という

人口動態の変化があり、情報化社会が非常に速

いスピードで進んでいる。そして、今、非常に

問題になっている格差の拡大の問題。このよう

な社会的な問題が山積みの中で、彼らは自分た

ちで人生を切り開いていかないとならない。左

の文章の一文ですが「何をやったら『100 点』

か分からない」という正解がない状況の中で、

私たちは、教育機関の中で彼らに何を伝えてい

かなければならないのかを、本気で考えないと

ならないのだろうと思います。 

（スライド５）それでは、子どもたちがその

社会を生きていくために、社会は一体どのよう

な力が必要だと思っているのか。それに関する、

さまざまなデータがあります。１つの例として、

日本経済団体連合会が実施した調査です。左が

文系、右が理系です。経済・産業団体がそれぞ

れの学生、学卒者に求める力は何ですか、とい

うランキングです。細かくは、またご覧いただ

ければと思うのですが、１位に上がっているの

が「主体性」です。これは、文系も理系も一緒

です。２位が「実行力」、３位が「課題設定・

解決能力」と来ています。高校の先生も、大学

に行ったら専門の分野にたくさん行けると、大

学の先生も、専門知識を与えるのが学びだと教

えているかもしれませんが、企業・社会はどの

ように見ているかというと、専攻分野の基礎

的・専門的な知識の要求が決して高いわけでは

ないということを事実として、私たちは見てお

く必要があります。むしろ、そのような状況の

中で、人間だからできることに社会は非常に関

心を向けているわけです。 

（スライド６）この主体性、実行力、課題設

定・解決能力をどのようにして身に付けるのか。

もちろん、理由は、経済・産業団体が求めてい

るから行わなければならないという単純なロ

ジックではないのですが、いったん、それを仮

定したときに、今、言われている「主体的な学

び」や「アクティブラーニング」は何なのかと

いうことから、ここに溝上先生がつくられた表

や定義を挙げています。学習指導要領的に言え

ば、この真ん中の「学ぶことに興味や関心を持

ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己

の学習活動を振り返って次につなげる学び」。

正直に言うと、これができたら十分ではないか

と個人的には思っています。逆に言えば、これ

が大学生でできているのかというと、相当厳し

いと思います。 

（スライド７）主体的に学ぶ上で、私が考え

る非常に重要な要素は、学ぶことが楽しい、学

ぶことが好きだという感覚をどれくらい醸成

できるかだと思います。その１つの根拠として、

私も少し関わっていた、東京大学とベネッセが

実施した親子パネル調査の結果があります。子

どもたちは勉強が好きかどうか。横軸は学年で、

それぞれの学年に対して 2015、2016、2017、

2018 の４カ年のデータです。これを見て、皆さ

10



いうと、もしかすると大学入試が１つの目安に

なっているかもしれないですが、少し目線を先

に向けていただきたいという思いがあります。

なぜなら、基本的には、生徒は大学生になって、

大学生は社会人になっていく、その社会がどの

ようになっているのかを学校関係者はさらに

シビアに見ておく必要があるだろうというの

が私の考え方です。なぜなら、もちろん、学校

の先生や研究者になる人も一部いますが、ほと

んどは普通の社会人になって、一般の市民にな

って出ていきます。そのため、その社会がどの

ような状況になっているのかを知るところか

ら、学校教育のあり方を考えていきたいという

のが私の基本認識です。 

（スライド４）その社会がどのようなものか

というと、本当に簡単になのですが、ここに書

いてあるとおり、非常に不安定で、不確定な社

会・時代です。そのような中で、さらにコロナ

が入って、今の若い子たちは本当に大変です。

ここにも書いているとおり、いろいろな意味で

価値観も変わってきている。少子高齢化という

人口動態の変化があり、情報化社会が非常に速

いスピードで進んでいる。そして、今、非常に

問題になっている格差の拡大の問題。このよう

な社会的な問題が山積みの中で、彼らは自分た

ちで人生を切り開いていかないとならない。左

の文章の一文ですが「何をやったら『100 点』

か分からない」という正解がない状況の中で、

私たちは、教育機関の中で彼らに何を伝えてい

かなければならないのかを、本気で考えないと

ならないのだろうと思います。 

（スライド５）それでは、子どもたちがその

社会を生きていくために、社会は一体どのよう

な力が必要だと思っているのか。それに関する、

さまざまなデータがあります。１つの例として、

日本経済団体連合会が実施した調査です。左が

文系、右が理系です。経済・産業団体がそれぞ

れの学生、学卒者に求める力は何ですか、とい

うランキングです。細かくは、またご覧いただ

ければと思うのですが、１位に上がっているの

が「主体性」です。これは、文系も理系も一緒

です。２位が「実行力」、３位が「課題設定・

解決能力」と来ています。高校の先生も、大学

に行ったら専門の分野にたくさん行けると、大

学の先生も、専門知識を与えるのが学びだと教

えているかもしれませんが、企業・社会はどの

ように見ているかというと、専攻分野の基礎

的・専門的な知識の要求が決して高いわけでは

ないということを事実として、私たちは見てお

く必要があります。むしろ、そのような状況の

中で、人間だからできることに社会は非常に関

心を向けているわけです。 

（スライド６）この主体性、実行力、課題設

定・解決能力をどのようにして身に付けるのか。

もちろん、理由は、経済・産業団体が求めてい

るから行わなければならないという単純なロ

ジックではないのですが、いったん、それを仮

定したときに、今、言われている「主体的な学

び」や「アクティブラーニング」は何なのかと

いうことから、ここに溝上先生がつくられた表

や定義を挙げています。学習指導要領的に言え

ば、この真ん中の「学ぶことに興味や関心を持

ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己

の学習活動を振り返って次につなげる学び」。

正直に言うと、これができたら十分ではないか
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（スライド７）主体的に学ぶ上で、私が考え
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私も少し関わっていた、東京大学とベネッセが

実施した親子パネル調査の結果があります。子

どもたちは勉強が好きかどうか。横軸は学年で、

それぞれの学年に対して 2015、2016、2017、

2018 の４カ年のデータです。これを見て、皆さ

まはどのように感じられるでしょうか。小学校

４年生ですが「3.00」が「まあ好き」という程

度ですので、絶対値として、どの程度高いかと

いうところがありますが、それが、小５、小６

で急激に下がって、中１になってくるとがくん

と落ちて、さらに中２、中３とまた落ちて、高

１になってさらに落ちて、高２、高３の受験期

に少し上がる。この状態で大学に入ってきて、

主体的に学べるレディネスができているかと

いうと、残念ながらできていない子がほとんど

だと思います。つまり、ここで失敗してしまう

と、深い学びどころではないという話です。 

（スライド８）これは実際の大学での一コマ

ですが、この写真をご覧になって、この空間が、

先ほどの「主体性」「実行力」「課題設定・解決

能力」が本当に身に付く空間になっているのか。

なっていないですね。これは某国立大学工学部

の１年生の授業風景なのですが、大学の講義の

一般的な光景です。もちろん、３年生で専門ゼ

ミに入って、少人数になれば顔色も違うのです

が、通常の講義風景はこのような感じです。こ

れが１週間に十何コマもあって、それが１週間、

１カ月、１年と続いて、一体その先に何がある

のだろうかということです。 

入学した時点でも、かなりこれに近い状態か

らスタートします。そのため、この問題から先

ほどの出口まで上げていくのは、かなり大変な

作業です。もちろん、これは高校だけの問題と

いう話ではなく、私たち大学人の立場としても、

ここをベースにしながら、学生たちが学ぶこと

に動機づけられて入学してくる状態を、より違

う形で、どのようにしたらつくっていけるのか

を考えていきたいと思うわけです。 

なぜそのような話をするかというと、上にも

少し書いていますし、この後も少しデータでお

見せしますが、高校時代の学び方が大学での学

び方に非常に影響しているということです。か

なりリニアにつながっています。逆に言えば、

そこで習得している勉強の仕方、例えば、先生

が大事なことは全て板書してくれて、色を変え

て「ここが大事だよ」「テストに出るよ」と言

ってくれたことをひたすらノートに書き写す

という習慣が、そのまま大学につながります。

そのため、学生たちは何の違和感もなく、ただ

そこに座っていて、先生が「これが大事だよ」

と言った瞬間に書き取り「これを書いておきな

さい」と言ったら書き出します。けれども、自

分からメモを取ることは、よほどでないとしま

せん。なぜなら、そのように教わっていないか

らです。そのため、現場の先生方も本当に大変

だと思うのですが、大学でも、主体的な学びに

持っていくためにはかなりの力が要ります。 

 

 
 

（スライド９）これは、冒頭の趣旨説明であ

りましたので、割愛します。そのようなところ

から社会にどのようにして出ていくのかを見

据えて、大学と高校、そして、その間にあり、

溝をつくり出している原因の根源でもある大

学入学者選抜を、一体的に変えていかないとな

らないというストーリーがあります。 

（スライド 10）結論としては、その中で「探

究」というのは、必ず必要だと個人的には思っ

ています。先ほどもありましたが、ただ「探究」

と冠した教科の中だけで行うというよりは、濃

淡の差こそあれ、むしろ全ての教科の中で探究

的な要素が入っている状態が、私としては理想

的だと思います。 

そして、その意義は「勉強」。学生たちは大

学に入っていつまでたっても、自分たちのこと
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を生徒と呼ぶのです。「生徒と学生は何が違う

か、調べてごらん」というところから始めるの

です。生徒と学生、言い方を変えれば、勉強と

学問・研究とをつないでいく「探究」。「強いて

勉める」という状況から「問うて学ぶ」にどの

ようにトランジットできるか。それから、自分

の頭で考え、表現する経験を通じて汎用的能力

を高める「探究」。教室と社会、自己と他者と

をつなぎ、学びへの興味・関心を育む「探究」。

これだけ見ても、探究をするしかないだろうと

個人的には思うくらい意味のある活動だと思

います。 

（スライド 11）それをデータで見ていきた

いと思います。これは入り口に関わるデータで、

ベネッセの木村さんが書かれた調査の原稿か

ら抜粋しています。入試形態は一般、推薦、Ａ

Ｏ。左側が高校時代の対話的な学びの経験のス

コアです。左側を見ると、ＡＯで入ってきてい

る学生の高校時代の対話的な学びの経験率は、

高難易度の大学で非常に高いです。つまり、高

難易度の大学にＡＯで入っている子たちは、対

話的な学びを非常に多く経験しています。右側

の大学に入ってからの主体的な学びのスコア

を見たときにどのようになっているかという

と、こちらも高難易度偏差値において、ＡＯで

入った子たちの主体的な学びのスコアが非常

に高いです。つまり、ご覧のとおり、高校時代

にどのような学びを経験したかは、入試区分で

見たときにも、ＡＯで顕著に出ていることが窺

われます。 

（スライド 12）そのような入試改革は、今、

全国で増えてきています。いわゆる探究型入試

と言われるものが出始めました。これから、か

なり広がることが予想されます。もちろん、探

究型入試と探究活動だけでつなぐのは、個人的

にどうかと思うところもありますが、大学側と

しては、従来の入試方式ではない形で採った方

が、自分たちにとってもメリットがあると感じ

始めています。 

もう一つの要素は、少子化や経営的な厳しさ

がありますので、最近の大学の入試は、あの手

この手を使わないと志願者を集められない状

況があります。だからというわけではないです

が、選抜という考え方ではなくて、入試そのも

ので学生を育てていく、高校から大学に行く入

試という取り組みを通して育てていくという

発想です。これが、とても大事だと思います。

最後に紹介する京都大学の事例も、その１つで

す。 

（スライド 13）これも、先ほど、スライドで

紹介されていましたので、割愛するのですが、

右側にある図が非常に大事です。同じようなこ

とを言っているのですが「総合的な学習の時間」

の課題を解決することと自分のあり方を別々

に考えていく方法ではなく、むしろ課題を解決

していく過程の中に自分を透過させて、その中

で、自分と他人、自分の中での今と将来、その

ようなことをいろいろ考えながら、探究的な課

題に取り組んでいって、学びと成長を加速化さ

せていく。それこそが、今、求められている「総

合的な探究の時間」というイメージであり、こ

れがとても大事だと思います。 

（スライド 14）こちらの左側の図も先ほど

紹介があったと思いますが、探究のサイクルで

す。大学では探究学習や探究活動とはあまり言

わないのですが、それに非常に近いのは、いわ

ゆる「ＰＢＬ」と言われる取り組みです。これ

は、大学でよく使われる言葉です。２つの意味

があります。「Problem Based Learning」と

「Project Based Learning」です。それぞれ出

どころが、医療系または工学系で少し違います。

医療系が「Problem」、工学系が「Project」で、

分野によって使い方も違うのですが、いずれに

しても「問題解決型学習」と言われ、実世界に

ある問題、リアルな課題を素材として扱ってい

く。 

工学系であれば、ロボコンが１つの例です。

細かい知識を全て積み上げてから「応用ロボッ
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いと思います。これは入り口に関わるデータで、

ベネッセの木村さんが書かれた調査の原稿か

ら抜粋しています。入試形態は一般、推薦、Ａ

Ｏ。左側が高校時代の対話的な学びの経験のス

コアです。左側を見ると、ＡＯで入ってきてい

る学生の高校時代の対話的な学びの経験率は、

高難易度の大学で非常に高いです。つまり、高

難易度の大学にＡＯで入っている子たちは、対

話的な学びを非常に多く経験しています。右側

の大学に入ってからの主体的な学びのスコア

を見たときにどのようになっているかという

と、こちらも高難易度偏差値において、ＡＯで

入った子たちの主体的な学びのスコアが非常

に高いです。つまり、ご覧のとおり、高校時代

にどのような学びを経験したかは、入試区分で

見たときにも、ＡＯで顕著に出ていることが窺

われます。 

（スライド 12）そのような入試改革は、今、

全国で増えてきています。いわゆる探究型入試

と言われるものが出始めました。これから、か

なり広がることが予想されます。もちろん、探

究型入試と探究活動だけでつなぐのは、個人的

にどうかと思うところもありますが、大学側と

しては、従来の入試方式ではない形で採った方

が、自分たちにとってもメリットがあると感じ

始めています。 

もう一つの要素は、少子化や経営的な厳しさ

がありますので、最近の大学の入試は、あの手

この手を使わないと志願者を集められない状

況があります。だからというわけではないです

が、選抜という考え方ではなくて、入試そのも

ので学生を育てていく、高校から大学に行く入

試という取り組みを通して育てていくという

発想です。これが、とても大事だと思います。

最後に紹介する京都大学の事例も、その１つで

す。 

（スライド 13）これも、先ほど、スライドで

紹介されていましたので、割愛するのですが、

右側にある図が非常に大事です。同じようなこ

とを言っているのですが「総合的な学習の時間」

の課題を解決することと自分のあり方を別々

に考えていく方法ではなく、むしろ課題を解決

していく過程の中に自分を透過させて、その中

で、自分と他人、自分の中での今と将来、その

ようなことをいろいろ考えながら、探究的な課

題に取り組んでいって、学びと成長を加速化さ

せていく。それこそが、今、求められている「総

合的な探究の時間」というイメージであり、こ

れがとても大事だと思います。 

（スライド 14）こちらの左側の図も先ほど

紹介があったと思いますが、探究のサイクルで

す。大学では探究学習や探究活動とはあまり言

わないのですが、それに非常に近いのは、いわ

ゆる「ＰＢＬ」と言われる取り組みです。これ

は、大学でよく使われる言葉です。２つの意味

があります。「Problem Based Learning」と

「Project Based Learning」です。それぞれ出

どころが、医療系または工学系で少し違います。

医療系が「Problem」、工学系が「Project」で、

分野によって使い方も違うのですが、いずれに

しても「問題解決型学習」と言われ、実世界に

ある問題、リアルな課題を素材として扱ってい

く。 

工学系であれば、ロボコンが１つの例です。

細かい知識を全て積み上げてから「応用ロボッ

トをつくりましょう」ではなくて、最初に「ロ

ボットをつくりなさい」というお題から出発す

る。それをつくっていく過程で、必要な知識を

たくさん入れていく。そのプロジェクトのゴー

ルに至る過程で知識を習得していく。要するに、

知識から全て積み上げていく。日本の学校教育

はほとんど「基礎から応用に」なので、現場の

先生からすると、基礎がないのに応用ができな

いというロジックで、なかなか応用に行かずに

いつまでも基礎をしている。そのため、モチベ

ーションもなかなか上がらない。このようなと

ころを、まず応用、課題から出発し、そこから

戻していく、創成教育と言われる方法です。 

これに一定の効果、意義があることは、高等

教育の分野では以前から言われています。その

ため、これと探究というのは非常に親和性が高

いと思っています。「学生版の研究活動」とも

言われています。これがうまく大学のカリキュ

ラムの中に入っていって、うまくつながると、

最終的にはキャップストーンプロジェクトで

ある卒業論文や卒業研究につながっていく。さ

らに言えば、そこにつなぐための探究が高校時

代にあると、高校の探究、大学初年次、２年次

でのＰＢＬ、それから卒論・卒研のラインでつ

ながっていくというイメージです。 

（スライド 15）本学の入学者の全学の調査

で、実際に、このように自由研究・発表の経験

率が伸びています。それは、コロナ禍にあって

も、ある程度増えています。 

（スライド 16）これは、私自身が実際に、今、

関西大学で担当し、マネジメントしている、初

年次生向けの「プロジェクト学習１」というＰ

ＢＬ科目です。このように、自分たちでグルー

プをつくって、テーマを決めて、調査をして、

プレゼンをするという初年次教育があります。

少人数で行っています。そこにもパソコンがあ

りますが、この２年間はコロナだったので、日

本に来られない中国にいる留学生や基礎疾患

のある子と Zoom でつながる、ハイフレックス

と言われる形で、活動を続けることを行ってい

ます。 

（スライド 17）また、高年次向けには「プロ

ジェクト学習２」があります。これは、今、カ

リキュラム改革で、再来年度に向けて触ってい

るところですが「プロジェクト学習２：自治体

との連携」という科目も私が担当しています。

具体的には、吹田市の抱える課題を役所と連携

して行っています。例えば、水道部の広報であ

ったり、男女共同参画センターの課題であった

りなど、学生たちがグループをつくって、最終

的には市役所でプレゼンをする取り組みです。

今回はコロナ禍でできなかったので、プレゼン

を動画にして、オンデマンドで役所の人たちに

先に見てもらって、最後は Zoom でつないで、

ハイフレックスで講評していただく。このよう

な形も行いました。いずれにしても、大学の中

では、入学から高年次にかけて、このような取

り組みがいろいろな形で展開されています。 

（スライド 18）もう１回、データに戻ります

が、これもベネッセの調査です。高校時代に１

つのテーマを３カ月以上かけて追究すること

を経験した子と経験していない子を左側に挙

げています。データが 2016 年ですので、少し

古いですが、約２割が経験した、８割が経験し

なかったです。そのため、まだまだ実体として

は「経験した」が少ないです。プロフィールに

書いていますが、現状はＳＳＨやＳＧＨの学校

の子たちが相対的に多くなっています。 

入学時と現在、大学生活をしている中での３

つの主体性のレベルです。「自分から積極的に

やりたいことを探してやる」「与えられれば興

味を持ってやる」「与えられても、よほど興味

がなければやらない」の３つを、入学時点で３

カ月以上のプロジェクトを経験した子とそう

でない子、それから在学中に経験した子とそう

でない子で見ても、これほどの差が出ています。

つまり、先ほどのＡＯ入試とも関係するのです

が、学びを経験した子としていない子では入り
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口の時点でかなり差が出ています。そして、そ

の差は、その後も、ほぼそのままスライドして

います。そのため、やはり大事という話になり

ます。 

（スライド 19）これは、同じ経験ありと経験

なしで「深い学び」の、ここに挙げている項目

の得点の差を見ています。詳細は割愛しますが、

最もポイント差があったのが、下から３番目の

「理論、解釈や結論が提示されたとき、エビデ

ンスがあるかどうか確認しようとする」で、探

究経験があった子となかった子で最も差が大

きく出ています。これは、大学での学びそのも

ので、研究においては非常に重要なものです。

ほかも全てそうなのですが、これだけの差とし

て表れています。 

（スライド 20）前任校の京都大学でアセス

メントを担当していた教育学部の初年次教育

の効果検証の結果があるのですが、本当に簡単

にお話しします。 

（スライド 21）京都大学では 2016 年度に全

学的に「特色入試」を導入しました。それと合

わせて、初年次教育もリニューアルしたのが教

育学部の事例です。今、大学でも非常に多いで

すが、従来は、いろいろな先生がオムニバスで

自分の専門について話していました。それを刷

新して、特色入試に切り替えて、特色で入って

くる子たちもいるから、初年次教育も変えまし

ょうということで、探究型の初年次に変えたパ

ターンです。入試も変えた、初年次も変えた。

それを経験した子たちに、どのような学びの変

化があったのかをアセスメントした結果の一

部になります。 

（スライド 22）これも同じです。３カ月以上

の長期的な探究学習を経験したか否かで、ここ

に挙げるような深い学びのスコアがどのよう

に変わったのかを縦断的に見ているものです。 

（スライド 23）指標をスコア化するための

因子分析の結果ですので、これはまたご覧いた

だければと思います。 

（スライド 24）これも非常に細かいので、統

計的な話はさておき「深い学び」の経験のとこ

ろが赤になっています。これは、どのようなこ

とかというと、経験があった子となかった子で

深い学びのスコアに有意差があったという見

方です。つまり、経験があった子の方が深い学

びのスコアが高かったという話です。また、時

期と書いているのは「Ｔ（タイム）１」が入学

時点。「Ｔ２」が前期終了時点。「Ｔ３」が後期

終了時点です。２地点と３地点、１地点と３地

点とで差があるなど、時期の差は、どちらかと

いうと大学の中での差です。「経験」の差は、

高校時代の経験の差がそれぞれ出ているとこ

ろがありますし、出ていないところもあります。

そのように見ていただければと思います。 

（スライド 25）したがって、改めて高校から

つなげたいと思うところと、大学の中でしっか

りと育てないとならない部分がそれぞれある

というのが、この結果から導き出される一つの

印象です。 

結論です。高校での探究活動は、予測困難な

時代・厳しい社会を生き抜く力、特に汎用的能

力、最近では認知能力や非認知能力など、いろ

いろな言い方がありますが、そのようなものを

身に付ける上でも、大学での専門教育や研究活

動に主体的に関与し、力を発揮する上でも、高

校から大学、勉強から学問・研究への移行・適

応を円滑にする上でも、探究は極めて重要な営

みであり、高大接続の実質化の鍵を握っている

と思います。また、先ほども申しましたが、特

定の科目の中だけではなくて、アクティブラー

ニングの主体的・対話的で深い学びの展開も含

めてです。大学でもそうですが、アクティブラ

ーニングが大事だと言うと、アクティブラーニ

ング科目のようなものを置いてしまって、それ

以外は普通、では意味がないわけです。正課内

外で組織的に展開していくことが期待される、

というのが落としどころかと思います。 

（スライド 26）以上で、私の与えられたお時
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口の時点でかなり差が出ています。そして、そ

の差は、その後も、ほぼそのままスライドして

います。そのため、やはり大事という話になり

ます。 

（スライド 19）これは、同じ経験ありと経験

なしで「深い学び」の、ここに挙げている項目

の得点の差を見ています。詳細は割愛しますが、

最もポイント差があったのが、下から３番目の

「理論、解釈や結論が提示されたとき、エビデ

ンスがあるかどうか確認しようとする」で、探

究経験があった子となかった子で最も差が大

きく出ています。これは、大学での学びそのも

ので、研究においては非常に重要なものです。

ほかも全てそうなのですが、これだけの差とし

て表れています。 

（スライド 20）前任校の京都大学でアセス

メントを担当していた教育学部の初年次教育

の効果検証の結果があるのですが、本当に簡単

にお話しします。 

（スライド 21）京都大学では 2016 年度に全

学的に「特色入試」を導入しました。それと合

わせて、初年次教育もリニューアルしたのが教

育学部の事例です。今、大学でも非常に多いで

すが、従来は、いろいろな先生がオムニバスで

自分の専門について話していました。それを刷

新して、特色入試に切り替えて、特色で入って

くる子たちもいるから、初年次教育も変えまし

ょうということで、探究型の初年次に変えたパ

ターンです。入試も変えた、初年次も変えた。

それを経験した子たちに、どのような学びの変

化があったのかをアセスメントした結果の一

部になります。 

（スライド 22）これも同じです。３カ月以上

の長期的な探究学習を経験したか否かで、ここ

に挙げるような深い学びのスコアがどのよう

に変わったのかを縦断的に見ているものです。 

（スライド 23）指標をスコア化するための

因子分析の結果ですので、これはまたご覧いた

だければと思います。 

（スライド 24）これも非常に細かいので、統

計的な話はさておき「深い学び」の経験のとこ

ろが赤になっています。これは、どのようなこ

とかというと、経験があった子となかった子で

深い学びのスコアに有意差があったという見

方です。つまり、経験があった子の方が深い学

びのスコアが高かったという話です。また、時

期と書いているのは「Ｔ（タイム）１」が入学

時点。「Ｔ２」が前期終了時点。「Ｔ３」が後期

終了時点です。２地点と３地点、１地点と３地

点とで差があるなど、時期の差は、どちらかと

いうと大学の中での差です。「経験」の差は、

高校時代の経験の差がそれぞれ出ているとこ

ろがありますし、出ていないところもあります。

そのように見ていただければと思います。 

（スライド 25）したがって、改めて高校から

つなげたいと思うところと、大学の中でしっか

りと育てないとならない部分がそれぞれある

というのが、この結果から導き出される一つの

印象です。 

結論です。高校での探究活動は、予測困難な

時代・厳しい社会を生き抜く力、特に汎用的能

力、最近では認知能力や非認知能力など、いろ

いろな言い方がありますが、そのようなものを

身に付ける上でも、大学での専門教育や研究活

動に主体的に関与し、力を発揮する上でも、高

校から大学、勉強から学問・研究への移行・適

応を円滑にする上でも、探究は極めて重要な営

みであり、高大接続の実質化の鍵を握っている

と思います。また、先ほども申しましたが、特

定の科目の中だけではなくて、アクティブラー

ニングの主体的・対話的で深い学びの展開も含

めてです。大学でもそうですが、アクティブラ

ーニングが大事だと言うと、アクティブラーニ

ング科目のようなものを置いてしまって、それ

以外は普通、では意味がないわけです。正課内

外で組織的に展開していくことが期待される、

というのが落としどころかと思います。 

（スライド 26）以上で、私の与えられたお時

間になります。ご清聴、どうもありがとうござ

いました。 
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◆質疑応答 

Ｑ： 東山中学・高校で行われている取り組み

の顧問をなされている中で、今、中学校から高

校、高校から大学という、このグラジュアリー

につないでいっている主体性の流れが、目に見

える形で結実していると思われますか。例えば

日記やポートフォリオなど、フォーマットの連

動性もあると思いますが、主体性の連続性は、

東山中学・高校で確認できますか。 

 

Ａ： アセスメントもしていて、今はコロナで

止まっているのですが、やはり出ています。ア

クティブラーニング、主体的・対話的で深い学

びの経験率が上がれば上がるほど、主体性も上

がってきていることは確認できます。直接的に

は、それが答えかと思います。東山中学・高校

の場合は、正課のみではなくて、正課外でもか

なりいろいろ行っています。先ほど、日記とお

っしゃられたのですが、東山中学・高校では「３

年日記」と言って、冊子をつくって、中学３年

と高校３年で日記を付けるという取り組みを

行っています。毎日、日記を書いている子のア

イデンティティーのスコアが非常に高い。しか

も、親も一緒に書いているという子が京都大学

に入学しました。中高という発達が未成熟な段

階で、正課外でのホームルームの時間の使い方

や日記、夢などの中で、主体性を育むツールを

たくさんつくっているので、そのようなところ

での伸びはかなりあるかと思います。 

 

Ｑ： ＰＢＬと読み替えてもよいかもしれませ

んが、大学の初年次教育の中で探究型科目を導

入するにあたって、テーマ設定などで工夫して

いることや注意されていることを教えてくだ

さい。 

 

Ａ： 初年次教育は、高校の先生方にすると、

言葉としては知っている方もいるかもしれな

いですが、幾つかタイプがあります。１つは、

本当にスタディ・スキルのようなスキルセット

を切り出して、プレゼンテーションスキルやレ

ポートライティングを行う初年次もあります。

もう一つは、今のＰＢＬのような形で、探究テ

ーマを決めて行っていく中で身に付けられる

プレゼンテーションです。私は、後者を割と推

していますし、今の質問も後者の話だと思うの

ですが、テーマ設定は、かなり学生たちにとっ

てリアリティーのあるテーマがよいでしょう。

結論から言うと、学生のことをどれほど理解で

きているかがテーマ設定に表れると思います。

学生たちが何に食い付くのか、何だったら面白

いと思うのか。それは大学の先生がこのように

させたいと思うものと違うかもしれないが、ど

のテーマだったらよいというよりも、むしろテ

ーマのリアリティーと、そのテーマにどのよう

に向き合わせるかのプロセスの方が大事です。

逆に言えば、テーマはその人の専門性に依拠し

て、自由に設定すればよいのではないか。ただ、

学生たちが１年間、あるいは半年間でできる課

題を選ぶことです。あまり大き過ぎると何をし

てよいか分からなく、例えば、環境問題を扱っ

てくださいでは広過ぎるので、どのような環境

問題を扱ってほしいのかと、テーマの具体性を

見せてあげるとよいかもしれないと思います。 

16



!

!"#$%&'()*+,-*./*+0"#$%&'()*+,-*./*+
1/23)456789:/;

2021!12"4#$%&12:10-12:45

'19()*+,-./0123

!" #$!"#$%&#'()*+,+-+./'0-0

1234 56789 5:

;<=>(?@ A<%>=>B>CD>E#>(<$0>F0GH

IJK#(AJ@ %>=>A$%&0F&=

!

Tsuyoshi Yamada’s Profile

Education
! !"#$%&'()*+,-./01%203)*+,4567789:;67<<9=>
! ?@#$%&0$ABCDE%&FGH-1%203H4567<<9I;67<J9=>
! KL#$MN%&OP'(QR)*+,0%&$OPS-1%2567<J9I;67679T>
! UV#$%&QRW-%2567679<7;>

Research
! %&'(5MN%&>XY4BC5Z[\]>^_`#$ab5$c>
! defg$hijklmnopqrst^uvwxyqAz{|}~$h5%&0B
C>�e€Å{‚zi^e~ƒ€q„…†q‡ˆ0‰Št^‹Œ†qçŽè{i

Service
! ê[‘%&$l]’^“”Z[\]$l•–]’^#$%&$l—˜™^“”š›œ
ùžŸ0š ¡¢£*¤¥l3l4^MN%&¦§¨$l©˜™ªe

! «WS$¬#$%&®A¯°±²¤³´µ¶™-·,¸,¹º»¼,^«WS$¬
½¾†#$¿ÀQR¶Á’ÂµÃÄ¶™^«WS$¬ÅÆÇÈÉklÊBË{Ì
Í&Y’Âµ±²¤³´ÎºÏÐ,^#$ÑÒ¥l#$©ÓÔSl¶™^ÕÖ×#$
ØØÙÚWš ¡¢Û,^ÜÝÞ#$ß™1%2ªe

! àáâ$0MN$hãäå%&'()*+,µ%&æç

"

!"#$%&'()*+
,-./01234
!"#$%

#

%&'()*+,-./01*+234567869)*
:

-./01*+23*+,
:::::::;<=>?%&'=@A

56345
AAAA:

!"#$%&'()*+,-./0123$

456%&7819-#:;<

=($>?@A;BCDEFC100GF!H!BI:J9$
%&100K$4HL&-M?4H9NOPIQRSIBI:<

TLJ(UV3W!'I3$XYLZ[@\]^(_A#:`(ab1$

c%Ldefdg?hLiijk+`6$lm1denoP!pI:<

456789:;<=>?@ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ[\]^W_`WaNbc$de29!5"&

$https://www.meti.go.jp/committee/summary/eic0009/pdf/020_02_00.pdf&

c%LqrsL
tofuvo

wxyzo6%
{|}Lto

E~L�€f
Åno

‚ƒolm

LMN3OPQRSTUVWX

$

BC8DEFGHI2JK1LMNOPQR5ST

http://www.keidanren.or.jp/policy/2018/029_kekka.pdf

#f45gh+ijD)k-._lMmnop1Cc$2017!12"R2018!2"&

„…†‡a$Cˆ‰ŠFC‹ŒçFCŽè7nfêN‘çF1’“”•'

%

UV1*+=WMX5YZ[\1H]^Y_`abcdefgh^

YZ[\]UagencyX^
_`aU[\XbcdeUf\XghiijklO

bmnopq

YZ[\rP4s^Ut4uvwxyX

4z{h|}~�1€Å‚ƒ.„…N†‡ˆ‰Š‹

NŒç]h1ŽèmPêc.‘’“Å‚”•–—˜

™š—›œ.„…N4uùžÅŸ— ”•¡|¢P

£n4sq

YZ‰¤¥¦§¨©ª«¬^U®.2014X
¯ŒçrP°±²³´µ¶Å·™h¸¹UºžrX

4uÅ»—¼½n¾~kN.¿cÀnÁžrP4u

N{hqÁžrP4u|Â.Ã™ÄÅiÄÆÇin

PÈNùžgN1Éh.Ê{kËÌnÍ°ÎÏÐÑ

NÒTÅÓ¹q

qrst (2014)unBvwx21yoz{-|}~�2€Å3‚ƒ„…†‡ˆ‰
qrstHP$http://smizok.net/education/subpages/a00019(agentic).html&

[\rP4uÑÔ¤Õ¨ÖU®HPX

Š

h
‹

G
}

Œ

n

B
v

w
x

2

1
y

o
z

&

◆質疑応答 

Ｑ： 東山中学・高校で行われている取り組み

の顧問をなされている中で、今、中学校から高

校、高校から大学という、このグラジュアリー

につないでいっている主体性の流れが、目に見

える形で結実していると思われますか。例えば

日記やポートフォリオなど、フォーマットの連

動性もあると思いますが、主体性の連続性は、

東山中学・高校で確認できますか。 

 

Ａ： アセスメントもしていて、今はコロナで

止まっているのですが、やはり出ています。ア

クティブラーニング、主体的・対話的で深い学

びの経験率が上がれば上がるほど、主体性も上

がってきていることは確認できます。直接的に

は、それが答えかと思います。東山中学・高校

の場合は、正課のみではなくて、正課外でもか

なりいろいろ行っています。先ほど、日記とお

っしゃられたのですが、東山中学・高校では「３

年日記」と言って、冊子をつくって、中学３年

と高校３年で日記を付けるという取り組みを

行っています。毎日、日記を書いている子のア

イデンティティーのスコアが非常に高い。しか

も、親も一緒に書いているという子が京都大学

に入学しました。中高という発達が未成熟な段

階で、正課外でのホームルームの時間の使い方

や日記、夢などの中で、主体性を育むツールを

たくさんつくっているので、そのようなところ

での伸びはかなりあるかと思います。 

 

Ｑ： ＰＢＬと読み替えてもよいかもしれませ

んが、大学の初年次教育の中で探究型科目を導

入するにあたって、テーマ設定などで工夫して

いることや注意されていることを教えてくだ

さい。 

 

Ａ： 初年次教育は、高校の先生方にすると、

言葉としては知っている方もいるかもしれな

いですが、幾つかタイプがあります。１つは、

本当にスタディ・スキルのようなスキルセット

を切り出して、プレゼンテーションスキルやレ

ポートライティングを行う初年次もあります。

もう一つは、今のＰＢＬのような形で、探究テ

ーマを決めて行っていく中で身に付けられる

プレゼンテーションです。私は、後者を割と推

していますし、今の質問も後者の話だと思うの

ですが、テーマ設定は、かなり学生たちにとっ

てリアリティーのあるテーマがよいでしょう。

結論から言うと、学生のことをどれほど理解で

きているかがテーマ設定に表れると思います。

学生たちが何に食い付くのか、何だったら面白

いと思うのか。それは大学の先生がこのように

させたいと思うものと違うかもしれないが、ど

のテーマだったらよいというよりも、むしろテ

ーマのリアリティーと、そのテーマにどのよう

に向き合わせるかのプロセスの方が大事です。

逆に言えば、テーマはその人の専門性に依拠し

て、自由に設定すればよいのではないか。ただ、

学生たちが１年間、あるいは半年間でできる課

題を選ぶことです。あまり大き過ぎると何をし

てよいか分からなく、例えば、環境問題を扱っ

てくださいでは広過ぎるので、どのような環境

問題を扱ってほしいのかと、テーマの具体性を

見せてあげるとよいかもしれないと思います。 
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